
を
引
き
出
す
の
は
、指
揮
者
の
仕
事
で
す
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
は
フ
レ
ー
ズ
の
収
め
方
な

ど
、知
ら
な
い
間
に
身
に
つ
い
た
長
年
の
く

せ
が
あ
る
。
直
す
と
い
う
の
は
お
こ
が
ま

し
い
の
で
す
が
、指
揮
者
と
し
て
楽
譜
に
立

ち
帰
ろ
う
と
言
う
こ
と
は
で
き
る
。
私
は

「
美
は
細
部
に
宿
る
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ポ
ス
ト
を
持
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、こ
だ
わ

る
こ
と
は
で
き
る
。
共
同
作
業
を
通
じ
て

引
き
出
し
を
増
や
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
「
美
は
細
部
に
宿
る
」と
は
印
象
的
な
言

葉
で
す
。《
シ
ェエ
ラ
ザ
ー
ド
》で
は
、ど
ん
な
要

求
を
し
ま
し
た
か
？

冒
頭
の
王
の
テ
ー
マ
は
、も
っ
と
凶
暴
な

音
を
出
し
ま
し
ょ
う
と
言
い
ま
し
た
。
第

３
楽
章
の
王
子
と
王
女
は
、想
像
に
委
ね

ら
れ
て
お
り
、私
は
そ
れ
ぞ
れ
10
歳
だ
と

ま
だ
な
に
も
あ
り
ま
せ
ん
、地
道
に
音

楽
を
や
っ
て
い
く
。一
生
懸
命
音
楽
を
す
れ

ば
、「
名
フ
ィ
ル
い
い
ね
」
と
言
っ
て
も
ら
え

る
の
で
は
な
い
か
。

―
―
首
席
指
揮
者
で
も
常
任
で
も
な
い
、音
楽

監
督
の
肩
書
き
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い

ま
す
か
？

音
楽
監
督
を
務
め
る
の
は
初
め
て
で
す

か
ら
、手
探
り
で
す
。
音
楽
を
よ
く
す
る

た
め
に
、な
ん
で
も
や
り
た
い
。

美
は
細
部
に
宿
る

―
―
透
明
感
の
あ
る
響
き
な
ど
、も
っ
と
音
色

の
引
き
出
し
を
増
や
す
の
が
課
題
だ
と
昨
日
の

記
者
会
見
で
語
り
ま
し
た
。

「
課
題
」
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
音
色

札
響
、Ｏ
Ｅ
Ｋ
に
も
１
０
０
％
の
愛

「
川
瀬
カ
ラ
ー
」が
現
わ
れ
て
き
た
の
だ

ろ
う
。
名
古
屋
フ
ィ
ル
の
こ
ど
も
名
曲
コ
ン

サ
ー
ト
は
、親
子
連
れ
主
体
の
客
席
の
活
気

が
印
象
的
だ
っ
た
。
川
瀬
賢
太
郎
は
、４
月

に
就
任
し
た
名
フ
ィ
ル
音
楽
監
督
に
加
え
、

札
幌
交
響
楽
団
正
指
揮
者
、オ
ー
ケ
ス
ト

ラ・ア
ン
サ
ン
ブ
ル
金
沢
の
パ
ー
マ
ネ
ン
ト・

コ
ン
ダ
ク
タ
ー
を
務
め
、活
動
が
全
国
に
広

が
る
。
こ
ど
も
名
曲
の
終
演
後
、名
フ
ィ
ル

と
の
活
動
を
中
心
に
思
い
を
聞
い
た
。

―
―
小
学
生
に
は
、
分
の
曲
を
聴
き
通
す

の
は
大
変
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

集
中
し
て
も
ら
わ
な
く
た
っ
て
い
い
の
で

す
。
自
分
に
も
３
歳
の
息
子
が
い
る
か
ら

分
か
り
ま
す
。
声
を
出
し
た
り
、「
つ
ま

ん
な
い
」
と
言
っ
て
く
れ
て
も
い
い
。
コ
ン

サ
ー
ト
は
緊
張
が
強
い
ら
れ
ま
す
。
海
外

で
も
ど
こ
で
も
、若
い
世
代
の
演
奏
会
離

れ
が
指
摘
さ
れ
る
。
子
ど
も
の
う
ち
か
ら

ま
る
ま
る
２
時
間
、演
奏
会
を
体
験
す
れ

ば
「
抗
体
」
が
で
き
ま
す
。
子
ど
も
の
た

め
の
演
奏
会
や
学
校
公
演
は
ど
の
楽
団
も

や
っ
て
い
る
。
で
す
が
、名
フ
ィ
ル
で
は
主

催
公
演
、す
な
わ
ち
自
主
公
演
で
や
ら
な

く
て
は
と
思
っ
た
の
で
す
。

―
―
音
楽
監
督
と
し
て
、達
成
で
き
つつ
あ
る

こ
と
は
？

思
っ
て
い
る
。
八
分
の
六
拍
子
は
、揺
り
か

ご
の
ス
イ
ン
グ
の
よ
う
に
。
表
情
を
歌
い
ま

し
ょ
う
、拍
で
音
楽
を
せ
ず
、横
で
作
り
ま

し
ょ
う
と
言
い
ま
し
た
。
晃
く
ん（
ゲ
ス
ト・

コ
ン
マ
ス
の
水
谷
晃
）は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
で

協
力
的
で
、引
き
出
し
を
た
く
さ
ん
持
って

い
る
。
心
強
く
思
い
ま
し
た
。
演
奏
会
前

日
に
、「
リ
ス
ク
を
取
っ
て
い
こ
う
」
と
一
致

し
ま
し
た
。
ず
れ
た
っ
て
い
い
、い
い
も
の
を

つ
く
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

―
―
継
続
的
に
取
り
組
む
作
曲
家
は
？

マ
ー
ラ
ー
と
ハ
イ
ド
ン
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
音
楽
を
通
じ
て
、オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
と
も

に
共
通
の
課
題
を
見
つ
け
て
い
き
た
い
。

演
奏
会
に
行
っ
た
「
記
憶
」
大
切
に

―
―
名
フ
ィ
ル
で
目
標
と
す
る
こ
と
は
？

名
古
屋
に
愛
さ
れ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
名
古
屋
自
体
が
大
き

「
ず
れ
た
っ
て
い
い
。い
い
音
楽
を
つ
く
る
」

K
aw

ase K
entaro

川
瀬
賢
太
郎

マ ル チ に

活 動 す る

指揮者たち
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全
部
１
０
０
％
。
札
幌
で
は
札
幌
に
、金

沢
で
は
金
沢
に
愛
を
注
ぎ
ま
す
。
音
楽
監

督
だ
か
ら
１
０
０
％
、他
は
75
％
、50
％
な
ん

て
こ
と
は
ま
っ
た
く
な
い
。
す
べ
て
１
０
０
％

の
愛
で
す
。

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
高
い
札
響

―
― 

札
響
は
ど
ん
な
印
象
で
し
ょ
う
か
？

初
日
の
リ
ハ
ー
サ
ル
か
ら
と
て
も
す
ば
ら

し
い
。
ク
ォ
リ
テ
ィ
が
高
い
。
も
と
も
と
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
か
っ
た
の
に
加
え
、世
代

交
代
が
う
ま
く
いっ
た
。
ボ
ス
の
バ
ー
メ
ル
ト

さ
ん
、そ
し
て「
友
情
指
揮
者
」の
師
匠
、

広
上
さ
ん
が
い
て
私
が
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

持
ち
味
を
出
せ
れ
ば
と
思
う
。

北
海
道
は
広
い
。
ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
北

海
道
で
す
。
岡
崎
か
ら
名
古
屋
へ
行
く
感

覚
と
、釧
路
、根
室
か
ら
札
幌
に
行
く
の

は
全
然
違
う
。
で
す
か
ら
札
響
は
北
海
道

内
の
さ
ま
ざ
ま
な
街
を
訪
れ
ま
す
。
会
場

ラ
ハ
の
春
音
楽
祭
」で
チ
ェコ・フ
ィ
ル
を

指
揮
し
た
小
林
の
十
八
番
。
川
瀬
は

「《
わ
が
祖
国
》の
指
揮
で
右
に
出
る
人

は
い
な
い
。
ぜ
ひ
に
、と
オ
ー
プ
ニン
グ
を

ゆ
だ
ね
る
こ
と
に
し
た
」
と
語
っ
た
。

ブ
ルッ
ク
ナ
ー
の
生
誕
２
０
０
年
で
は
、

下
野
竜
也
が
11
月
に
交
響
曲
第
９
番

を
振
る
。
名
誉
音
楽
監
督
の
小
泉
和

裕
は
、得
意
の
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
交

響
曲
第
４
番
を
９
月
に
指
揮
す
る
。

客
演
で
は
英
国
出
身
で
サ
ン
ク
ト
ペ

―
― 

名
フ
ィ
ル
の
音
の
特
色
は
ど
ん
な
ふ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
か
？

分
厚
い
音
。
火
を
つ
け
れ
ば
ぱ
っ
と
燃
え

上
が
り
ま
す
。
骨
格
が
し
っ
か
り
し
て
い
る

の
が
持
ち
味
で
す
。

―
― 

《
シ
ェエ
ラ
ザ
ー
ド
》で
は
、と
て
も
歌
う

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
だ
と
い
う
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。

歌
い
ま
す
よ
。
歌
心
が
あ
る
。
外
国
人

の
楽
員
も
い
て
、よ
く
歌
い
ま
す
。

―
― 

札
幌
交
響
楽
団
の
正
指
揮
者
、オ
ー
ケ

ス
ト
ラ・ア
ン
サ
ン
ブ
ル
金
沢
の
パ
ー
マ
ネ
ン
ト・

コ
ン
ダ
ク
タ
ー
の
地
位
を
兼
ね
て
い
ま
す
。

な
都
市
で
す
。
外
を
向
く

よ
り
、ま
ず
は
名
古
屋
。
師

匠（
の
広
上
淳
一
）流
に
言
う

な
ら
、も
っ
と
か
わ
い
が
っ
て

も
ら
え
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に

成
長
さ
せ
た
い
。

仮
に
リ
ニ
ア
が
開
通
す
れ

ば
、東
京
と
名
古
屋
間
は
、

40
分
で
す
。
東
京
の
お
客
さ
ん
が
来
や
す

く
な
る
ば
か
り
で
な
く
、名
古
屋
の
お
客

さ
ん
が
東
京
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
聴
き
に

流
出
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
今
の

時
代
は
、常
に
名
古
屋
ら
し
さ
と
い
う
よ

う
な
、「
ら
し
さ
」が
壊
れ
る
リ
ス
ク
が
あ

り
ま
す
。「
こ
ど
も
名
曲
」に
力
を
入
れ
る

の
も
、こ
れ
か
ら
先
も
、名
古
屋
の
人
に
は

音
楽
を
聴
く
な
ら
ま
ず
は
名
フ
ィ
ル
、と

定
着
さ
せ
た
い
か
ら
で
す
。
出
会
い
は
大

切
。
な
ん
だ
か
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
会
に
行
っ
た
、パ
パ
と
マ
マ

が
楽
し
そ
う
だ
っ
た
と
い
う
記
憶
は
残
り

ま
す
。

名
古
屋
フ
ィ
ル
は
、２
０
２
４
〜
25
年

シ
ー
ズ
ン
定
期
演
奏
会
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
を
発
表
し
た
。
２
年
目
に
入
る
音

楽
監
督
の
川
瀬
賢
太
郎
は
、11
プ
ロ
の

う
ち
３
回
を
担
当
。
今
年
４
月
の
就

任
披
露
演
奏
会
の
マ
ー
ラ
ー
の
交
響
曲

第
５
番
に
続
き
、第
６
番
を
振
る
。
幕

開
け
は
、桂
冠
指
揮
者
の
小
林
研
一
郎

が
登
場
し
、生
誕
２
０
０
年
の
ス
メ
タ

ナ
の
連
作
交
響
詩《
わ
が
祖
国
》を
指

揮
す
る
。

川
瀬
は
ま
ず
６
月
定
期
で
、コ
ダ
ー

イ
の
組
曲《
ハ
ー
リ・ヤ
ー
ノ
シ
ュ
》、ハ
イ

ド
ン
の
交
響
曲
第
45
番《
告
別
》、モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の《
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
》序
曲
、

Ｒ・シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の《
ば
ら
の
騎
士
》組

曲
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
臨

む
。
川
瀬
は
記
者
会
見
で「
音
楽
監

督
と
し
て
の
テ
ー
マ
の一つ
が
ハ
イ
ド
ン
。

《
ハ
ー
リ・ヤ
ー
ノ
シ
ュ
》は
ツ
ィ
ン
バ
ロ
ン

が
必
要
で
め
っ
た
に
指
揮
で
き
な
い
が
、

ず
っ
と
や
り
た
か
っ
た
。
Ｒ・シ
ュ
ト
ラ
ウ

ス
は
３
本
の
指
に
入
る
ほ
ど
好
き
な
作

曲
家
で
、《
フ
ィ
ガ
ロ
》と
の
相
性
も
い

い
」と
話
す
。

10
月
定
期
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交

響
曲
第
５
番
で
直
球
勝
負
。
25
年
２

月
の
マ
ー
ラ
ー
６
番
は
、名
フ
ィ
ル
と
は

就
任
披
露
の
５
番
の
ほ
か
、以
前
に
指

揮
し
た
４
番
、１
番
か
ら
続
く
取
り
組

み
と
な
る
。

４
月
の《
わ
が
祖
国
》は
、チェコ
の「
プ

の
音
響
は
さ
ま
ざ
ま
。
体
育
館
で
演
奏
す

る
こ
と
も
あ
る
。
ど
こ
で
も
、ど
ん
な
条
件

で
も
手
を
抜
か
な
い
。

そ
し
て
、北
海
道
中
で
温
か
く
迎
え
ら

れ
ま
す
。

Ｏ
Ｅ
Ｋ
で
は
現
代
も
の
に
力

―
― 

で
は
Ｏ
Ｅ
Ｋ
と
は
ど
ん
な
関
係
を
発
展

さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
か
？

パ
ー
マ
ネ
ン
ト
と
な
っ
て
も
う
８
年
で
す
。

と
り
わ
け
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、ミ
ン
コ
フ
ス
キ
や

ス
ダ
ー
ン
が
来
日
で
き
ず
、代
演
を
務
め
る

こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
、絆
が
深
ま
り
ま
し

た
。Ｏ

Ｅ
Ｋ
に
は
、（
創
設
者
の
）岩
城
宏
之

さ
ん
が
設
け
た
パ
ー
マ
ネ
ン
ト・コ
ン
ポ
ー
ザ
ー

（
常
任
作
曲
家
）の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

Ｏ
Ｅ
Ｋ
が
得
意
と
す
る
古
典
も
の
と
と
も

に
、現
代
曲
の
初
演
や
再
演
に
力
を
入
れ

た
い
と
思
い
ま
す
。

テ
ル
ブ
ル
ク
で
指
揮
を
学
ん
だ
ダ
ミ
ア

ン・イ
オ
リ
オ
が
、演
奏
機
会
の
ま
れ
な

シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
の
歌
劇《
ム
ツ
ェン

ス
ク
郡
の
マ
ク
ベス
夫
人
》組
曲
を
取
り

上
げ
る
。
名
フ
ィ
ル
へ
の
客
演
を
重
ね

る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ア
ン
ト
ニ・ヴ
ィッ
ト
は
、

シ
ュ
ー
マ
ン
と
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
プ
ロ
。

ケ
ル
ン
Ｗ
Ｄ
Ｒ
首
席
客
演
指
揮
者
だ
っ

た
ウ
ェ
イ
ン・マ
ー
シ
ャ
ル
は
、ガ
ー
シ
ュ 

イ
ン
の《
ラ
プ
ソ
デ
ィ・イ
ン・ブ
ル
ー
》を

弾
き
振
り
す
る
。

しらかわEXPマチネ＆ソワレでメンデルスゾーン・プロを指揮する 
川瀬賢太郎（6月15日、三井住友海上しらかわホール。名フィル提供）

小林研一郎
©山本倫子

ウェイン・
マーシャル

ダミアン・イオリオ

小泉和裕

マ ル チ に

活 動 す る

指揮者たち

名古屋フィル第517回定期演奏会
11月17日㈮18:45、18日㈯16:00
愛知県芸術劇場コンサートホール
川瀬賢太郎（指揮／名フィル音楽監督）  
コリヤ・ブラッハー（ヴァイオリン）＊ 
宮田まゆみ（笙）＊＊
● ベルク：ヴァイオリン協奏曲 
　　　  《ある天使の想い出に》＊
● 細川俊夫：光に満ちた息のように＊＊
● ワーグナー：歌劇《ローエングリン》 
　　　　　  第1幕への前奏曲
● Ｒ.シュトラウス：交響詩《死と浄化（変容）》

オーケストラ・アンサンブル金沢 
第478回定期公演マイスター・シリーズ
2024年3月9日㈯14:00　 
石川県立音楽堂コンサートホール
指揮 川瀬賢太郎（OEKパーマネント・コンダクター）  
吉井瑞穂（オーボエ）
● フィンジ：弦楽のためのロマンス 
● ヴォーン・ウィリアムズ：オーボエ協奏曲
● ヴォーン・ウィリアムズ：交響曲 第5番

札幌交響楽団森の響フレンド名曲
2024年3月16日㈯14：00　 
札幌コンサートホールKitara
指揮 川瀬賢太郎（正指揮者）  
スーパー・ブラス・スターズ /  
中川英二郎（トロンボーン）、 
エリック・ミヤシロ（トランペット）、 
本田雅人（サクソフォン）
● マルケス：ダンソン第2番
● コープランド：《アパラチアの春》組曲 ほか

公演情報

「 

名
フ
ィ
ル 

地
元
に
愛
さ
れ
る
楽
団
に
」

川
瀬
が
マ
ー
ラ
ー
６
番
や《
ば
ら
の
騎
士
》組
曲

名
古
屋
フ
ィ
ル
が
来
季
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

■ 問い合わせ ： 名フィル・チケットガイド 052-339-5666

下野竜也（指揮）
● 坂田直樹：委嘱新作
● ブルックナー：交響曲第9番［原典版］
第529回定期演奏会〈愛の喜びと哀しみ〉
12月6日㈮18:45、7日㈯16:00
愛知県芸術劇場コンサートホール
アントニ・ヴィット（指揮） 
● 森岡聡（ヴァイオリン）＊
● シューマン：序曲《ヘルマンとドロテア》
● シューマン：ヴァイオリン協奏曲＊
● チャイコフスキー：
 幻想曲《フランチェスカ・ダ・リミニ》
● チャイコフスキー：
 幻想序曲《ロメオとジュリエット》
第530回定期演奏会〈エモーショナルな音楽〉
2025年1月17日㈮18:45、18日㈯16:00
愛知県芸術劇場コンサートホール
ロベルト・フォレス・ベセス（指揮）
カミーユ・トマ（チェロ）＊
● 小出稚子：委嘱新作
● サン＝サーンス：チェロ協奏曲第1番＊
● ラフマニノフ：交響曲第2番
 第531回定期演奏会〈悲劇のハンマー〉
2025年2月21日㈮18:45、22日㈯16:00
愛知県芸術劇場コンサートホール
川瀬賢太郎（指揮）
● マーラー：交響曲第6番《悲劇的》
第532回定期演奏会〈喜怒哀楽の街〉
2025年3月14日㈮18:45、15日㈯16:00
愛知県芸術劇場コンサートホール
ウェイン・マーシャル（指揮、ピアノ＊）
● ガーシュウィン［グローフェ編］：
 ラプソディ・イン・ブルー ＊
● ガーシュウィン：セカンド・ラプソディ＊
● バーンスタイン： 
 ミュージカル《オン・ザ・タウン》より
 3つのダンス・エピソード
● ガーシュウィン［Ｒ．Ｒ．ベネット編］：
 交響的映画《ポーギーとベス》

第522回定期演奏会 〈チェコ人の喜怒哀楽/
スメタナ生誕200年記念〉
4月19日㈮18:45、20日㈯16:00
愛知県芸術劇場コンサートホール
小林研一郎（指揮）
● スメタナ：連作交響詩《わが祖国》
第523回定期演奏会〈仲間を失う哀しみ〉
5月17日㈮18:45、18日㈯16:00
愛知県芸術劇場コンサートホール
アンガス・ウェブスター（指揮）
パク・ハヤン（ヴィオラ）＊
● Ｊ.ウィアー：ニュー・エヴリ・モーニング
● ウォルトン：ヴィオラ協奏曲［1961年版］＊
● ドヴォルザーク：交響曲第7番
第524回定期演奏会〈さよならの哀しみ〉
6月14日㈮18:45、15日㈯16:00
愛知県芸術劇場コンサートホール
川瀬賢太郎（指揮）、斉藤浩（ツィンバロン）＊
● コダーイ：組曲《ハーリ・ヤーノシュ》＊
● ハイドン：交響曲第45番《告別》
● モーツァルト：歌劇《フィガロの結婚》序曲
● Ｒ.シュトラウス：
 楽劇《ばらの騎士》演奏会用組曲
第525回定期演奏会〈ある女性の怒りと哀しみ〉
7月19日㈮18:45、20日㈯16:00
愛知県芸術劇場コンサートホール
ダミアン・イオリオ（指揮）
ジャン・チャクムル（ピアノ）＊
● グリンカ：歌劇《ルスランとリュドミラ》序曲
● チャイコフスキー：ピアノ協奏曲第1番＊
● ショスタコーヴィチ［コンロン編］：
 歌劇《ムツェンスク郡のマクベス夫人》組曲
第526回定期演奏会〈喜んで生きよ〉
9月13日㈮18:45、14日㈯16:00
愛知県芸術劇場コンサートホール
小泉和裕（指揮）
● モーツァルト：ディヴェルティメント第17番
● チャイコフスキー：交響曲第4番
第527回定期演奏会〈運命に怒る〉
10月11日㈮18:45、12日㈯16:00
愛知県芸術劇場コンサートホール
川瀬賢太郎（指揮）、佐藤晴真（チェロ）＊
● ベートーヴェン［シュルホフ編］：
 ロンド・ア・カプリッチョ 
 《失われた小銭への怒り》
● グルダ：チェロ協奏曲＊
● ベートーヴェン：交響曲第5番《運命》
第528回定期演奏会〈喜怒哀楽を超えて/ 
ブルックナー生誕200年記念〉
11月15日㈮18:45、16日㈯16:00
愛知県芸術劇場コンサートホール

小
林
研
一
郎
の

 

《
わ
が
祖
国
》も
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全
部
１
０
０
％
。
札
幌
で
は
札
幌
に
、金

沢
で
は
金
沢
に
愛
を
注
ぎ
ま
す
。
音
楽
監

督
だ
か
ら
１
０
０
％
、他
は
75
％
、50
％
な
ん

て
こ
と
は
ま
っ
た
く
な
い
。
す
べ
て
１
０
０
％

の
愛
で
す
。

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
高
い
札
響

―
―
札
響
は
ど
ん
な
印
象
で
し
ょ
う
か
？

初
日
の
リ
ハ
ー
サ
ル
か
ら
と
て
も
す
ば
ら

し
い
。
ク
ォ
リ
テ
ィ
が
高
い
。
も
と
も
と
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
か
っ
た
の
に
加
え
、世
代

交
代
が
う
ま
く
いっ
た
。
ボ
ス
の
バ
ー
メ
ル
ト

さ
ん
、そ
し
て「
友
情
指
揮
者
」の
師
匠
、

広
上
さ
ん
が
い
て
私
が
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

持
ち
味
を
出
せ
れ
ば
と
思
う
。

北
海
道
は
広
い
。
ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
北

海
道
で
す
。
岡
崎
か
ら
名
古
屋
へ
行
く
感

覚
と
、釧
路
、根
室
か
ら
札
幌
に
行
く
の

は
全
然
違
う
。
で
す
か
ら
札
響
は
北
海
道

内
の
さ
ま
ざ
ま
な
街
を
訪
れ
ま
す
。
会
場

ラ
ハ
の
春
音
楽
祭
」で
チ
ェコ・フ
ィ
ル
を

指
揮
し
た
小
林
の
十
八
番
。
川
瀬
は

「《
わ
が
祖
国
》の
指
揮
で
右
に
出
る
人

は
い
な
い
。
ぜ
ひ
に
、と
オ
ー
プ
ニン
グ
を

ゆ
だ
ね
る
こ
と
に
し
た
」
と
語
っ
た
。

ブ
ルッ
ク
ナ
ー
の
生
誕
２
０
０
年
で
は
、

下
野
竜
也
が
11
月
に
交
響
曲
第
９
番

を
振
る
。
名
誉
音
楽
監
督
の
小
泉
和

裕
は
、得
意
の
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
交

響
曲
第
４
番
を
９
月
に
指
揮
す
る
。

客
演
で
は
英
国
出
身
で
サ
ン
ク
ト
ペ

―
―
名
フ
ィ
ル
の
音
の
特
色
は
ど
ん
な
ふ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
か
？

分
厚
い
音
。
火
を
つ
け
れ
ば
ぱ
っ
と
燃
え

上
が
り
ま
す
。
骨
格
が
し
っ
か
り
し
て
い
る

の
が
持
ち
味
で
す
。

―
―
《
シ
ェエ
ラ
ザ
ー
ド
》で
は
、と
て
も
歌
う

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
だ
と
い
う
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。

歌
い
ま
す
よ
。
歌
心
が
あ
る
。
外
国
人

の
楽
員
も
い
て
、よ
く
歌
い
ま
す
。

―
―
札
幌
交
響
楽
団
の
正
指
揮
者
、オ
ー
ケ

ス
ト
ラ・ア
ン
サ
ン
ブ
ル
金
沢
の
パ
ー
マ
ネ
ン
ト・

コ
ン
ダ
ク
タ
ー
の
地
位
を
兼
ね
て
い
ま
す
。

な
都
市
で
す
。
外
を
向
く

よ
り
、ま
ず
は
名
古
屋
。
師

匠（
の
広
上
淳
一
）流
に
言
う

な
ら
、も
っ
と
か
わ
い
が
っ
て

も
ら
え
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に

成
長
さ
せ
た
い
。

仮
に
リ
ニ
ア
が
開
通
す
れ

ば
、東
京
と
名
古
屋
間
は
、

40
分
で
す
。
東
京
の
お
客
さ
ん
が
来
や
す

く
な
る
ば
か
り
で
な
く
、名
古
屋
の
お
客

さ
ん
が
東
京
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
聴
き
に

流
出
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
今
の

時
代
は
、常
に
名
古
屋
ら
し
さ
と
い
う
よ

う
な
、「
ら
し
さ
」が
壊
れ
る
リ
ス
ク
が
あ

り
ま
す
。「
こ
ど
も
名
曲
」に
力
を
入
れ
る

の
も
、こ
れ
か
ら
先
も
、名
古
屋
の
人
に
は

音
楽
を
聴
く
な
ら
ま
ず
は
名
フ
ィ
ル
、と

定
着
さ
せ
た
い
か
ら
で
す
。
出
会
い
は
大

切
。
な
ん
だ
か
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
会
に
行
っ
た
、パ
パ
と
マ
マ

が
楽
し
そ
う
だ
っ
た
と
い
う
記
憶
は
残
り

ま
す
。

名
古
屋
フ
ィ
ル
は
、２
０
２
４
〜
25
年

シ
ー
ズ
ン
定
期
演
奏
会
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
を
発
表
し
た
。
２
年
目
に
入
る
音

楽
監
督
の
川
瀬
賢
太
郎
は
、11
プ
ロ
の

う
ち
３
回
を
担
当
。
今
年
４
月
の
就

任
披
露
演
奏
会
の
マ
ー
ラ
ー
の
交
響
曲

第
５
番
に
続
き
、第
６
番
を
振
る
。
幕

開
け
は
、桂
冠
指
揮
者
の
小
林
研
一
郎

が
登
場
し
、生
誕
２
０
０
年
の
ス
メ
タ

ナ
の
連
作
交
響
詩《
わ
が
祖
国
》を
指

揮
す
る
。

川
瀬
は
ま
ず
６
月
定
期
で
、コ
ダ
ー

イ
の
組
曲《
ハ
ー
リ・ヤ
ー
ノ
シ
ュ
》、ハ
イ

ド
ン
の
交
響
曲
第
45
番《
告
別
》、モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の《
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
》序
曲
、

Ｒ・シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の《
ば
ら
の
騎
士
》組

曲
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
臨

む
。
川
瀬
は
記
者
会
見
で「
音
楽
監

督
と
し
て
の
テ
ー
マ
の一つ
が
ハ
イ
ド
ン
。

《
ハ
ー
リ・ヤ
ー
ノ
シ
ュ
》は
ツ
ィ
ン
バ
ロ
ン

が
必
要
で
め
っ
た
に
指
揮
で
き
な
い
が
、

ず
っ
と
や
り
た
か
っ
た
。
Ｒ・シ
ュ
ト
ラ
ウ

ス
は
３
本
の
指
に
入
る
ほ
ど
好
き
な
作

曲
家
で
、《
フ
ィ
ガ
ロ
》と
の
相
性
も
い

い
」と
話
す
。

10
月
定
期
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交

響
曲
第
５
番
で
直
球
勝
負
。
25
年
２

月
の
マ
ー
ラ
ー
６
番
は
、名
フ
ィ
ル
と
は

就
任
披
露
の
５
番
の
ほ
か
、以
前
に
指

揮
し
た
４
番
、１
番
か
ら
続
く
取
り
組

み
と
な
る
。

４
月
の《
わ
が
祖
国
》は
、チェコ
の「
プ

の
音
響
は
さ
ま
ざ
ま
。
体
育
館
で
演
奏
す

る
こ
と
も
あ
る
。
ど
こ
で
も
、ど
ん
な
条
件

で
も
手
を
抜
か
な
い
。

そ
し
て
、北
海
道
中
で
温
か
く
迎
え
ら

れ
ま
す
。

Ｏ
Ｅ
Ｋ
で
は
現
代
も
の
に
力

―
―
で
は
Ｏ
Ｅ
Ｋ
と
は
ど
ん
な
関
係
を
発
展

さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
か
？

パ
ー
マ
ネ
ン
ト
と
な
っ
て
も
う
８
年
で
す
。

と
り
わ
け
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、ミ
ン
コ
フ
ス
キ
や

ス
ダ
ー
ン
が
来
日
で
き
ず
、代
演
を
務
め
る

こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
、絆
が
深
ま
り
ま
し

た
。Ｏ

Ｅ
Ｋ
に
は
、（
創
設
者
の
）岩
城
宏
之

さ
ん
が
設
け
た
パ
ー
マ
ネ
ン
ト・コ
ン
ポ
ー
ザ
ー

（
常
任
作
曲
家
）の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

Ｏ
Ｅ
Ｋ
が
得
意
と
す
る
古
典
も
の
と
と
も

に
、現
代
曲
の
初
演
や
再
演
に
力
を
入
れ

た
い
と
思
い
ま
す
。

テ
ル
ブ
ル
ク
で
指
揮
を
学
ん
だ
ダ
ミ
ア

ン・イ
オ
リ
オ
が
、演
奏
機
会
の
ま
れ
な

シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
の
歌
劇《
ム
ツ
ェン

ス
ク
郡
の
マ
ク
ベス
夫
人
》組
曲
を
取
り

上
げ
る
。
名
フ
ィ
ル
へ
の
客
演
を
重
ね

る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ア
ン
ト
ニ・ヴ
ィッ
ト
は
、

シ
ュ
ー
マ
ン
と
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
プ
ロ
。

ケ
ル
ン
Ｗ
Ｄ
Ｒ
首
席
客
演
指
揮
者
だ
っ

た
ウ
ェ
イ
ン・マ
ー
シ
ャ
ル
は
、ガ
ー
シ
ュ

イ
ン
の《
ラ
プ
ソ
デ
ィ・イ
ン・ブ
ル
ー
》を

弾
き
振
り
す
る
。

しらかわEXPマチネ＆ソワレでメンデルスゾーン・プロを指揮する
川瀬賢太郎（6月15日、三井住友海上しらかわホール。名フィル提供）

小林研一郎
©山本倫子

ウェイン・
マーシャル

ダミアン・イオリオ

小泉和裕

マ ル チ に

活 動 す る

指揮者たち

名古屋フィル第517回定期演奏会
11月17日㈮18:45、18日㈯16:00
愛知県芸術劇場コンサートホール
川瀬賢太郎（指揮／名フィル音楽監督）
コリヤ・ブラッハー（ヴァイオリン）＊
宮田まゆみ（笙）＊＊
●ベルク：ヴァイオリン協奏曲

《ある天使の想い出に》＊
●細川俊夫：光に満ちた息のように＊＊
●ワーグナー：歌劇《ローエングリン》

第1幕への前奏曲
●Ｒ.シュトラウス：交響詩《死と浄化（変容）》

オーケストラ・アンサンブル金沢
第478回定期公演マイスター・シリーズ
2024年3月9日㈯14:00　
石川県立音楽堂コンサートホール
指揮 川瀬賢太郎（OEKパーマネント・コンダクター） 
吉井瑞穂（オーボエ）
●フィンジ：弦楽のためのロマンス 
●ヴォーン・ウィリアムズ：オーボエ協奏曲
●ヴォーン・ウィリアムズ：交響曲 第5番

札幌交響楽団森の響フレンド名曲
2024年3月16日㈯14：00　
札幌コンサートホールKitara
指揮 川瀬賢太郎（正指揮者） 
スーパー・ブラス・スターズ /
中川英二郎（トロンボーン）、
エリック・ミヤシロ（トランペット）、
本田雅人（サクソフォン）
●マルケス：ダンソン第2番
●コープランド：《アパラチアの春》組曲 ほか

公演情報

「
名
フ
ィ
ル
地
元
に
愛
さ
れ
る
楽
団
に
」

川
瀬
が
マ
ー
ラ
ー
６
番
や《
ば
ら
の
騎
士
》組
曲

名
古
屋
フ
ィ
ル
が
来
季
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

■ 問い合わせ ： 名フィル・チケットガイド 052-339-5666

下野竜也（指揮）
● 坂田直樹：委嘱新作
● ブルックナー：交響曲第9番［原典版］
第529回定期演奏会〈愛の喜びと哀しみ〉
12月6日㈮18:45、7日㈯16:00
愛知県芸術劇場コンサートホール
アントニ・ヴィット（指揮） 
● 森岡聡（ヴァイオリン）＊
● シューマン：序曲《ヘルマンとドロテア》
● シューマン：ヴァイオリン協奏曲＊
● チャイコフスキー：
幻想曲《フランチェスカ・ダ・リミニ》

● チャイコフスキー：
幻想序曲《ロメオとジュリエット》

第530回定期演奏会〈エモーショナルな音楽〉
2025年1月17日㈮18:45、18日㈯16:00
愛知県芸術劇場コンサートホール
ロベルト・フォレス・ベセス（指揮）
カミーユ・トマ（チェロ）＊
● 小出稚子：委嘱新作
● サン＝サーンス：チェロ協奏曲第1番＊
● ラフマニノフ：交響曲第2番
第531回定期演奏会〈悲劇のハンマー〉
2025年2月21日㈮18:45、22日㈯16:00
愛知県芸術劇場コンサートホール
川瀬賢太郎（指揮）
● マーラー：交響曲第6番《悲劇的》
第532回定期演奏会〈喜怒哀楽の街〉
2025年3月14日㈮18:45、15日㈯16:00
愛知県芸術劇場コンサートホール
ウェイン・マーシャル（指揮、ピアノ＊）
● ガーシュウィン［グローフェ編］：
ラプソディ・イン・ブルー ＊

● ガーシュウィン：セカンド・ラプソディ＊
● バーンスタイン： 
ミュージカル《オン・ザ・タウン》より
3つのダンス・エピソード

● ガーシュウィン［Ｒ．Ｒ．ベネット編］：
交響的映画《ポーギーとベス》

第522回定期演奏会 〈チェコ人の喜怒哀楽/
スメタナ生誕200年記念〉
4月19日㈮18:45、20日㈯16:00
愛知県芸術劇場コンサートホール
小林研一郎（指揮）
● スメタナ：連作交響詩《わが祖国》
第523回定期演奏会〈仲間を失う哀しみ〉
5月17日㈮18:45、18日㈯16:00
愛知県芸術劇場コンサートホール
アンガス・ウェブスター（指揮）
パク・ハヤン（ヴィオラ）＊
● Ｊ.ウィアー：ニュー・エヴリ・モーニング
● ウォルトン：ヴィオラ協奏曲［1961年版］＊
● ドヴォルザーク：交響曲第7番
第524回定期演奏会〈さよならの哀しみ〉
6月14日㈮18:45、15日㈯16:00
愛知県芸術劇場コンサートホール
川瀬賢太郎（指揮）、斉藤浩（ツィンバロン）＊
● コダーイ：組曲《ハーリ・ヤーノシュ》＊
● ハイドン：交響曲第45番《告別》
● モーツァルト：歌劇《フィガロの結婚》序曲
● Ｒ.シュトラウス：
楽劇《ばらの騎士》演奏会用組曲

第525回定期演奏会〈ある女性の怒りと哀しみ〉
7月19日㈮18:45、20日㈯16:00
愛知県芸術劇場コンサートホール
ダミアン・イオリオ（指揮）
ジャン・チャクムル（ピアノ）＊
● グリンカ：歌劇《ルスランとリュドミラ》序曲
● チャイコフスキー：ピアノ協奏曲第1番＊
● ショスタコーヴィチ［コンロン編］：
歌劇《ムツェンスク郡のマクベス夫人》組曲

第526回定期演奏会〈喜んで生きよ〉
9月13日㈮18:45、14日㈯16:00
愛知県芸術劇場コンサートホール
小泉和裕（指揮）
● モーツァルト：ディヴェルティメント第17番
● チャイコフスキー：交響曲第4番
第527回定期演奏会〈運命に怒る〉
10月11日㈮18:45、12日㈯16:00
愛知県芸術劇場コンサートホール
川瀬賢太郎（指揮）、佐藤晴真（チェロ）＊
● ベートーヴェン［シュルホフ編］：
ロンド・ア・カプリッチョ 

 《失われた小銭への怒り》
● グルダ：チェロ協奏曲＊
● ベートーヴェン：交響曲第5番《運命》
第528回定期演奏会〈喜怒哀楽を超えて/ 
ブルックナー生誕200年記念〉
11月15日㈮18:45、16日㈯16:00
愛知県芸術劇場コンサートホール
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